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No. M-11-A 【概要】
開発したモノクローナル抗体G196は，タグペプチドとの結合親

和性が高いため，ウエスタンブロットが可能であり，かつバックグ
ラウンドが非常に低い。さらに，効率のよい免疫沈降が可能であ
る。またG196は，ヒト細胞に限定されず酵母でも使用できる。
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G196はヒト細胞だけでなく，酵母でも使用できる！
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⽬的タンパク質の細胞
内局在によって，抗体
がタグ融合タンパク質
を検出できないことが
あった。
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【応用例】
・分子生物学的手技において幅広く使用できるタグシステム
・標的遺伝子の前後にオリゴDNAを用いて簡単にタグ配列を挿入可能
・タンパク質の細胞内局在に関わらず 免疫細胞染色でも威力を発揮
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